
都　難　言　協　会　報（1）

◆ 

主
な
内
容 

◆

一
面　

 

会
長
あ
い
さ
つ　

新
設
学
級
の
紹
介 

６０
周
年
記
念
行
事
の
お
知
ら
せ

二
面　

 

講
演
会「
聴
覚
障
害
の
言
語
、思
考
、感
性
の
発
達
」

三
面　

第
１
回
専
門
研
究
会　

卒
業
生
保
護
者
の
声

四
面　

専
門
委
員
会
よ
り　

研
究
会
案
内　

他

令
和
四
年
度
は
、
都
難
言
協
創
立
六

十
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
間
、

都
難
言
協
が
大
切
に
し
て
き
た
、
難

聴
・
言
語
障
害
が
あ
る
児
童
・
生
徒
や

そ
の
保
護
者
の
方
々
が
「
通
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
実
感
で
き
る
指
導
の
実
践
や

学
級
運
営
、
ま
た
難
聴
・
言
語
障
害
教

育
へ
の
理
解
推
進
な
ど
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
日
々
の
教
育
実
践
を
さ
ら
に
効

果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
年
に
な
る
よ
う
、
会
員
の
皆

様
の
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
に
対
す
る

熱
意
や
研
修
・
研
究
に
対
す
る
意
欲
・

情
熱
で
、
お
互
い
が
高
め
合
え
る
協
議

会
の
運
営
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

先
日
、
「
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推

進
計
画
（
第
二
期
）
第
二
次
実
施
計
画

～
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
特
別
支

援
教
育
の
推
進
～
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
は
、
時
代
の
流
れ
に

応
ず
る
内
容
と
し
て
、
例
え
ば
「
情
報

技
術
の
急
速
な
進
展
に
伴
う
障
害
の
状

態
等
に
応
じ
た
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
推

進
」
な
ど
、
新
た
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
、
都
難
言
協
の
果
た
す
役
割
が

重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
策
が
必
要
な
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
二
年
間
の
実
績
を

基
に
研
究
会
や
研
修
の
も
ち
方
を
工
夫

し
て
、
更
な
る
前
進
の
一
年
と
な
る
よ

う
、
会
員
相
互
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

東
京
都
教
育
委
員
会
は
じ
め
関
係
の

皆
様
に
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
都

難
言
協
の
研
究
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

都難言
ホームページは
こちらから

https://www.tonangen.com/

難
言
教
育
の
更
な
る
前
進
を
目
指
す

節
目
の一年
に

東
京
都
公
立
学
校
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
協
議
会

会
長
　
増
田
　
好
範
　（
足
立
区
立
千
寿
本
町
小
学
校
長
）

都難言協60周年記念行事
○令和４年１０月２５日（火）
　オンライン開催
○記念式典：14：00～14：30（予定）
○記念講演：14：40～15：40（予定）
　元都難言協副会長　池田幸男先生

60周年記念行事のお知らせ

　来る1０月25日（火）に都難言協の６０周年記
念行事が開催されます。
　5０周年以降、障害者差別解消法の施行、特
別支援教室の開始など私たちを取り巻く環境
も大きく変わりつつあります。
　今、６０周年を迎え、これまでの都難言協の
活動を振り返り、改めて、「通級指導」の良
さや必要性を認識しながら、今後の充実へと

つなげていければと考えています。たくさん
の方のご参加をお待ちしています。

　新設学級紹介　
練馬区立関町北小学校

　念願であった練馬区の西部地区に、区内５
校目のことばの教室が新設されました。昨年
度まで４年間、お隣の関町小学校で暫定的に
開設されていましたが、この度、関町北小学
校の校舎改修に合わせて、正式に開設されま
した。

　練馬区の歴代の難言の先生方が尽力され、
準備を進めてこられた思いのこもった教室で
す。子供たち、保護者の方々の思いに寄り添
い、課題の改善・軽減を目指して、新しい教
室で、新しい決意で、担任一同、より一層
日々の指導に励んでいきます。

練馬区立関町北小学校　ことばの教室
久保　淳太郎

第１号 令和４年７月１日

東
京
都
公
立
学
校
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
協
議
会

東
京
都
公
立
学
校
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
協
議
会
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知
的
な
働
き

理
科
の
単
元
「
も
の
の
重
さ
を
し
ら

べ
よ
う
」
に
お
け
る
健
聴
児
と
聴
覚
障

害
児
の
解
答
の
差
に
は
、
現
象
に
対
す

る
認
識
の
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

健
聴
児
は
、
言
葉
が
「
思
考
の
道

具
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
見

え
て
い
る
現
象
か
ら
離
れ
て
も
、
言
語

的
思
考
が
優
勢
に
な
り
複
雑
な
論
理
的

な
思
考
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
聴
覚
障

害
児
は
、
見
え
て
い
る
現
象
に
言
葉
を

添
え
て
い
る
た
め
、
言
葉
は
「
見
え
て

い
る
現
象
を
伝
え
る
手
段
」
に
し
か
な

ら
ず
、
複
雑
な
論
理
的
な
思
考
が
で
き

ま
せ
ん
。
「
９
歳
の
壁
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
言
語
が
「
思
考
の
道

具
」
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
躓

き
の
こ
と
で
す
。
聴
覚
障
害
児
は
言
語

力
が
十
分
で
な
い
た
め
、
言
語
を
用
い

た
思
考
（
認
知
）
が
困
難
で
あ
り
、
視

覚
に
よ
る
認
知
が
優
位
と
な
り
ま
す
。

経
験
し
て
い
る
と
き
に
「
…
す
る
と
、

ど
う
な
る
」
の
よ
う
に
思
考
さ
せ
る
言

葉
を
投
げ
か
け
、
思
考
さ
せ
た
い
言
葉

聴
覚
障
害
児
の
発
達
の
特
徴

筑
波
技
術
大
学　

教
授　

長
南　

浩
人　

先
生

聴
覚
障
害
の
言
語
、思
考
、感
性
の
発
達

の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
繰
り
返
す
こ
と

が
、
言
語
的
記
憶
、
論
理
的
思
考
に
課

題
が
あ
る
聴
覚
障
害
児
の
発
達
傾
向
に

対
応
し
た
支
援
と
な
り
ま
す
。

感
性
の
発
達

国
語
の
単
元
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ

お
く
り
」
に
お
け
る
反
応
か
ら
、
感
性

や
共
感
の
レ
ベ
ル
が
、
聴
覚
障
害
児
は

健
聴
児
よ
り
十
分
で
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
共
感
に
は
情
動
的
共
感
と
認

知
的
共
感
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
的
共

感
に
は
、
聴
覚
障
害
児
の
感
情
と
言
語

の
発
達
に
関
係
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

１　
感
情
語
の
取
得

心
の
発
達
に
課
題
が
見
ら
れ
る
の
は

感
情
語
の
習
得
が
不
足
し
て
い
る
か
ら

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
に
よ
る
と

「
う
れ
し
い
」
「
こ
わ
い
」
の
獲
得
に

は
健
聴
児
と
聴
覚
障
害
児
で
差
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
「
な
つ
か
し
い
」
「
ほ
こ

ら
し
い
」
の
獲
得
に
は
顕
著
な
差
が
見

ら
れ
ま
す
。
語
彙
力
の
弱
さ
は
言
語
環

境
の
違
い
に
よ
り
ま
す
。
聴
覚
障
害
児

の
場
合
、
周
り
の
大
人
が
簡
単
な
言
葉

で
伝
え
よ
う
と
す
る
た
め
豊
か
な
言
葉

の
獲
得
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
聴
覚
障
害
児
に
対
し
て
、
生
活
場

面
で
言
語
事
項
の
偏
り
が
お
き
な
い
よ

う
に
入
力
し
た
上
で
思
考
の
経
験
を
保

障
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
語
彙
学
習
に
は
偶
発
的
学
習
も
重

要
と
な
り
ま
す
。

２　
他
者
の
状
況
理
解

感
情
語
の
獲
得
を
す
る
だ
け
で
心
が

育
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
雑
な

心
情
は
複
雑
な
状
況
の
理
解
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
他
者
の
状
況
理
解

が
共
感
の
前
提
で
あ
り
、
「
心
の
理

論
」
の
発
達
と
共
感
性
の
程
度
に
は
相

関
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
聴
覚
障
害
児
の
「
心
の
理
論
」
の

発
達
に
は
、
言
語
力
で
あ
る
構
文
力
や

語
彙
力
の
関
与
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
他
者
と
状
況
と
感
情
を
つ

な
げ
る
や
り
取
り
を
意
識
的
に
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

３　
価
値
観
、
文
化
の
獲
得

国
語
の
単
元
「
ス
イ
ミ
ー
」
に
お
い

て
集
団
効
力
感
の
価
値
観
を
読
み
取
る

に
は
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
と
い
う
価
値
を
経
験
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
生
活
場
面
で
得
た
価
値
観

が
読
み
に
お
け
る
心
情
推
論
の
材
料
と

な
り
、
作
品
観
に
浸
る
こ
と
を
可
能
に

し
ま
す
。
物
語
の
理
解
は
単
語
力
や
文

法
力
が
備
わ
れ
ば
達
成
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
価
値
観
が
育
っ
て
い
な
け
れ

ば
作
品
に
浸
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
価
値
観
や
文
化
を
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
な
り
、

日
頃
か
ら
大
人
が
「
感
性
モ
デ
ル
」
に

な
る
よ
う
に
意
識
し
て
関
わ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

４　
作
品
観
に
浸
る
た
め
の
読
み
の
指
導

物
語
文
を
教
師
が
読
む
と
き
は
、
言

葉
に
豊
か
な
表
情
を
付
け
て
読
む
こ

と
、
教
師
が
自
身
の
感
性
を
話
す
こ

と
、
登
場
人
物
の
人
物
像
を
明
確
に
す

る
こ
と
、
感
性
を
伴
わ
せ
な
が
ら
全
文

を
読
み
通
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

聴
覚
障
害
に
よ
り
音
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
た
め
、
言
葉
が
入
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
思
考
の
道
具
で
あ
る
言
語
の

入
力
が
妨
げ
ら
れ
る
た
め
論
理
的
思
考

が
苦
手
に
な
り
ま
す
。
認
知
的
共
感
に

は
、
論
理
的
な
思
考
が
必
要
で
す
。
聴

覚
障
害
児
の
「
９
歳
の
壁
」
を
認
識
し

た
上
で
、
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
豊
か

な
言
葉
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
し
、
可

能
性
を
伸
ば
す
支
援
が
大
切
と
な
り
ま

す
。

文
責　

鈴
木
由
紀
子

講演会
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読
み
書
き
や
言
語
発
達
に
対

す
る
支
援
は
、
指
導
者
が
目
的

を
見
失
い
が
ち
で
す
。
そ
こ
で

「
学
習
支
援
の
地
図
」
を
基

に
、
支
援
や
指
導
の
階
層
を
意

識
し
な
が
ら
指
導
に
あ
た
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

読
み
書
き
に
つ
ま
ず
く
子
ど

も
は
、
そ
れ
以
前
の
語
彙
や
運

動
と
い
っ
た
見
え
な
い
と
こ
ろ

に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
つ
ま
ず
き
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
見
当
を
付
け
、
ど
ん
な
支

援
が
必
要
か
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
読
み
書
き
の
支
援

は
、
文
字
の
読
み
書
き
、
語
の

読
み
書
き
、
文
の
読
み
書
き
、

文
章
の
読
み
書
き
と
階
層
が
上

が
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層

で
指
導
を
行
い
ま
す
が
、
最
終

的
な
ゴ
ー
ル
は
読
み
で
あ
れ
ば

メ
ー
ル
や
手
紙
、
説
明
書
を
読

む
と
い
っ
た
「
読
解
」
が
可
能

に
な
る
こ
と
、
書
き
で
あ
れ
ば

メ
モ
を
と
っ
た
り
書
類
に
記
入

し
た
り
と
い
っ
た
「
作
文
」
が

で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
人
生
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
力
を
付
け
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
指

導
の
場
面
で
は
、
常
に
上
の
階

層
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。指

導
の
過
程
で
、
間
違
い
に

気
付
か
せ
る
こ
と
も
有
効
な
手

立
て
で
す
。
教
員
が
わ
ざ
と
間

違
い
を
演
じ
、
そ
れ
を
指
摘
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
大
切
な
の
は
間
違
い
に

気
付
き
、
直
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
書
い
た

文
章
を
読
み
返
す
習
慣
が
あ
り

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
読
み

返
す
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

指
導
方
法
を
確
立
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

書
字
で
は
筆
順
を
指
導
し
ま

す
が
、
筆
順
が
入
り
に
く
い
タ

イ
プ
の
子
ど
も
も
い
ま
す
。
私

た
ち
は
筆
順
を
追
っ
て
文
字
を

習
得
す
る
過
程
で
、
文
字
の
形

を
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、

体
に
染
み
込
ま
せ
て
体
感
記
憶

と
し
て
覚
え
て
い
ま
す
。
文
字

を
覚
え
る
上
で
、
筆
順
は
最
大

の
武
器
に
な
り
ま
す
。
一
方
で

さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
の
発
達

に
よ
り
、
音
か
ら
文
字
の
形
に

再
生
す
る
こ
と
よ
り
も
、
変
換

候
補
の
中
か
ら
必
要
な
文
字
を

選
ぶ
再
認
の
場
面
が
増
え
ま
し

た
。
将
来
、
デ
バ
イ
ス
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
再
認
の
力
を

高
め
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
書
字
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
の
使
用
な
ど
に
移
行
し
て
も

困
ら
な
い
よ
う
な
支
援
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
が
「
支
援
教

材
バ
ン
ク
」
開
発
の
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
読

み
書
き
を
す
る
中
で
多
少
の
間

違
い
が
あ
っ
て
も
、
思
い
は
伝

わ
る
も
の
で
す
。
特
別
支
援
教

育
で
は
通
常
学
級
と
は
異
な

り
、
細
か
な
誤
り
ば
か
り
に
気

を
取
ら
れ
ず
、
そ
う
し
た
ア
バ

ウ
ト
な
と
こ
ろ
に
「
な
る
ほ

ど
」
と
共
感
し
、
評
価
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。文

責　

鈴
木
周
平

第
１
回
専
門
研
究
会

Ｌ
Ｄ
の
背
景
が
仮
定
さ
れ
る
子
ど
も
に
対
し
て
の
支
援

～「
学
習
支
援
の
地
図
」と「
支
援
教
材
バ
ン
ク
」～

明
星
大
学　
　
教
授　
小
貫　
悟　
先
生

〈卒業生の声〉
　毎日日記を書いたことで入試にも対応できる文章
構成力がつき、同じ障害の仲間と一緒に過ごすこと
で自らの障害への自己理解を深めることができた。
要約筆記、個別授業など、自分が学びやすい環境で
授業に参加できた。

〈保護者の声〉
　３年間、お世話になりました。
　入学時の学年全体への難聴理解授業、在学中は個別指導や情報
保障等をしていただきました。特に入試では特別措置申請や保護
者間の情報交換などもあり、安心して通わせることができました。

〈卒業生の声〉
　ぼくは、6年間きこえの教室に通って音や耳のふ
しぎについて、補聴器や耳の仕組み、音について学
んだことが印象に残っています。また、他の難聴の
子とボーリングや人文字など、いろいろなゲームや
活動を通して交流活動ができて楽しかったです。中
学校ではデフリンピックなどを調べたり学校で行わ
れる林間学校でのハイキングを楽しんだりして人生
を楽しみたいです！

〈保護者の声〉
　きこえの教室には入学と同時に通い始めました。仕事をしなが
らの通級は大変で、６年間は通わなくても良いかと親としては考
えていたのですが、本人がきこえの教室が好きだったので、卒業
するまで継続しました。
　個別指導では、自分の言いたいことを信頼している先生に最後
までゆっくり聞いてもらえるので、毎回楽しみに通っていまし
た。グループ活動で、きこえに関する情報を提供してもらったり
保護者同士で交流の機会が図れたりし、大変感謝しています。

卒業生保護者の声・難聴
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事
務
局
よ
り

今
年
度
の
事
務
局
は
、
城
東
ブ
ロ
ッ

ク
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
の
た
め
に
多

摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１

名
ず
つ
、
新
た
に
多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

２
名
で
担
当
し
ま
す
。

今
年
は
都
難
言
協
60
周
年
の
記
念
と

な
る
年
で
す
。
日
々
の
通
級
指
導
の
充

実
に
つ
な
が
る
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

研
究
会
の
開
催
な
ど
昨
年
度
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
事
務
局
と
し
て
も
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都
難
言
協
会
報

　

代
表
者　
（
会　
　
　

長
）
増
田　

好
範

　

責
任
者　
（
広
報
委
員
長
）
岩
﨑　

政
弘

　

発
行
日　

令
和
四
年
七
月
一
日

　

発
行
数　

五
八
〇
〇
部

　

印　

刷　

有
限
会
社　

正
陽
印
刷

ご
多
用
の
折
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
会
報
を
日
々
の
教
育
活
動
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

―
編
集
後
記
―

■
研
究
推
進
委
員
会

　

難
言
教
育
に
携
わ
る
教
員
の
専
門
知

識
や
指
導
技
術
の
力
の
向
上
を
目
指
し

て
、
「
専
門
研
究
会
」
「
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
発
表
会
」
「
課
題
別
研
究
会
」
「
事

例
研
究
会
」
「
基
礎
研
究
会
」
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
実
施
方
法
を
工
夫
し
、

充
実
し
た
研
修
・
研
究
が
行
え
る
よ
う

努
め
ま
す
。

■
調
査
・
対
策
委
員
会

　

指
導
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

学
級
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
時
に
生

じ
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

・
基
本
調
査
の
集
計
、
結
果
の
報
告

・ 

都
・
区
市
教
委
へ
の
「
提
案
書
」
作
成

・
都
教
委
と
の
意
見
交
換
会

・
関
係
団
体
と
の
合
同
研
究
会
記
録
等

■
広
報
委
員
会

　

会
員
の
皆
様
に
役
立
つ
、
様
々
な
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
会
報
（
年
２
回
）　
・
紀
要

・
継
走
電
話
連
絡
網　
・
設
置
校
一
覧

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
お
気
付
き
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

い
事
柄
の
相
談
も
、
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

専

門

委

員

会

大会・学会・研究会などのお知らせ　＊最新の情報はＨＰ等でご確認ください。

・第 51 回全難言協全国大会（北海道）
＊詳細については、後日HP等でご確認ください。

・第 56 回全日本聾教育研究大会（愛知大会）
【大会主題】
　�「聴覚障害教育の専門性の継承とさらなる発展」�
―主体的・対話的で深い学びの授業を目指してー

【日程】10 月６日（木）・７日（金）
【オンデマンド配信】
　�授業研究分科会（幼稚部、小学部、中学部、高等部）
【記念講演】
　�玉置　崇氏（岐阜聖徳学園大学教授）研究協議分
科会（幼稚部、小学部、中学部、高等部、寄宿舎
など 11 分科会）

【問い合わせ先】
　�第 56 回全日本聾教育研究大会（愛知大会）事務局
　〒 441-8141　愛知県豊橋市草間町平東 100
　TEL：（0532）45-2049　FAX：（0532）47-7545
　E-mail：�zennichiro-aichi@toyohashi-sd.

aichi-c.ed.jp

・第 54 回全国情緒障害教育研究協議会（沖縄大会）
【日程】８月４日（木）・５日（金）
【会場】那覇文化芸術劇場「なはーと」
【問い合わせ先】
　�沖縄県情緒障害教育研究会　事務局照屋伸吾
　ＦＡＸ：098-851-7685
　E-mail：okijyouken@yahoo.co.jp

・第 55 回日本言語障害児教育研究大会
【日程】８月４日（木）・５日（金）
【会場】国立オリンピック記念青少年総合センター
【問い合わせ先】E-mail：nichigenken@gmail.com

・Ｋ－ＡＢＣアセスメント講習会
日本版ＫＡＢＣ－Ⅱベーシック講習会
【日程】�10 月８日（土）・９日（日）�

2023 年３月 18 日（土）・19 日（日）
【会場】林野会館（東京都文京区）
【問い合わせ先】E-mail：honbu-koushu@k-abc.jp


